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三
村
　
最
近
、
龍
谷
大
学
の

新
た
な
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

全
国
の
校
友
会
の
支
部
に
行

く
と
、
多
く
の
卒
業
生
か
ら

質
問
を
う
け
ま
す
。
龍
谷

大
学
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、

ど
ん
な
新
学
部
が
で
き
る
の

三
村

　
こ
の
〝
５
長
〞
に
し

た
が
っ
て
、
国
際
文
化
学
部

が
現
在
の
瀬
田
（
大
津
市
）

か
ら
、
深
草
に
移
っ
て
く
る

の
で
す
ね
。

赤
松
　
そ
う
で
す
。
そ
こ
で

瀬
田
に
新
し
い
学
部
を
と
。

三
村
　
農
学
部
を
設
立
す
る

と
、
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
ね
。

赤
松
　
今
の
と
こ
ろ
仮
称
で

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ず

い
ぶ
ん
長
い
あ
い
だ
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
大
き
な

テ
ー
マ
を
あ
げ
る
と
「
食
の

安
心
・
安
全
」、
そ
し
て
「
食

の
循
環
」
で
す
ね
。

　
実
現
す
れ
ば
、
日
本
の
大

学
と
し
て
は
じ
つ
に
35
年
ぶ

り
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

35
年
前
と
は
１
９
８
０
年
代

半
ば
で
す
ね
。
日
本
は
高
度

成
長
に
向
か
っ
て
ひ
た
走
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
輸
出
型
経
済
の
構
造
が
、

「
農
」
を
め
ぐ
る
よ
う
な
問

題
を
横
に
置
き
去
り
に
し
て

き
た
と
い
う
現
実
は
、
否
め

ま
せ
ん
。

三
村
　
だ
か
ら
今
、
高
齢
化

し
た
兼
業
農
家
が
、
細
々
と

田
畑
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
。

赤
松
　
輸
出
型
経
済
は
、
一

方
で
地
方
の
地
域
社
会
を
も

疲
弊
さ
せ
ま
し
た
。「
食
」

の
問
題
と
い
う
の
は
、
人
間

の
生
命
の
維
持
、
存
続
に
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

今
あ
ら
た
め
て
「
食
」
と
い

う
問
題
を
基
本
と
し
て
考
え

　
６
月
の
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
で
東
海
大
を
撃
破
し
て
ベ
ス
ト
４
の
硬
式
野
球

部
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
は
関
西
春
季
リ
ー
グ
で
男
女
共
に
優
勝
す
る
な
ど
、
学
生
の

活
躍
に
押
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
龍
谷
大
学
も
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

で
は
い
っ
た
い
ど
う
変
わ
る
か
、
三
村
校
友
会
長
が
赤
松
学
長
に
た
ず
ね
た
。

か
、
待
ち
遠
し
い
と
‥
‥
。

赤
松
　
龍
谷
大
学
で
は
２
０

１
０
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で

の
10
年
間
の
第
５
次
長
期
計

画
（
以
下
〝
５
長
〞）
を
策

定
し
、
10
年
後
の
あ
る
べ
き

龍
大
像
に
向
か
う
た
め
の
50

深
草
へ
の
移
転
も
新
学
部
設

立
も
、
い
ず
れ
も
２
０
１
５

年
４
月
ス
タ
ー
ト
で
す
。

三
村

　〝
５
長
〞
の
具
体
化

に
よ
っ
て
、
龍
谷
大
学
は
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
貌
を
遂
げ
、

さ
ら
に
魅
力
あ
る
大
学
へ
、

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
食
料
自
給
率
の
低
さ

は
、
食
の
安
全
保
障
と
い
う

側
面
に
お
い
て
も
、
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
ち

ま
す
。
地
球
の
人
口
は
90
億

人
に
達
し
、
飢
饉
な
ど
で
の

食
糧
不
足
に
よ
る
飢
餓
が
、

世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
食
の
安
心
・
安
全
、

食
の
循
環
と
い
う
大
き
な
課

題
に
対
し
て
、
学
術
研
究
面

と
教
育
面
で
積
極
的
に
対
応

で
き
る
人
間
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

三
村
　
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
大
学
へ
、
い
い
で
す
ね
。

建
学
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
、

数
項
目
か
ら
な
る
ア
ク
シ
ョン

プ
ラ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
日
本
社
会
は
過
去
の
輝
か

し
い
発
展
の
時
代
を
終
え
、

急
速
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
日
本
企
業
は
ど
ん
ど
ん

海
外
へ
と
向
か
い
、
さ
ら
に

経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

一
方
で
、
18
歳
人
口
が
減
少

す
る
と
い
う
問
題
に
日
本
の

大
学
は
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、「
進
取
と
共と

も
い
き生
、
世
界

に
響
き
あ
う
龍
谷
大
学
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
今
後
ど

の
よ
う
な
大
学
に
し
て
い
く

か
の
具
体
的
な
指
針
が
、
こ

母
校
が
変
わ
る

２
０
２
０
年
の
龍
谷
大
学
像
を
語
る

国
際
文
化
学
部
が
な
ぜ
深
草
へ
移
転
す
る

建
学
の
精
神
に
も
と
づ
く
農
学
部
（仮称）

の
誕
生
へ

赤松徹眞学長三村峯男校友会長

の
〝
５
長
〞
で
す
。
大
き
く

わ
け
て
、
５
つ
の
テ
ー
マ
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
概
略
を
説
明
す
る
と
①

教
育
＝
学
生
が
意
欲
を
も
っ

て
勉
強
で
き
る
環
境
作
り
と

い
う
教
育
力
の
向
上
。
②
研

究
＝
龍
大
の
強
み
の
特
色
あ

る
研
究
を
進
め
、
世
界
水
準

へ
。
③
大
学
の
社
会
貢
献
＝

Ｒ
Ｅ
Ｃ
（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョン
セ

ン
タ
ー
）
事
業
や
地
域
貢
献
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性

化
。
④
大
学
運
営
＝
大
学

執
行
部
や
事
務
体
制
、
職

員
人
事
制
度
の
整
備
、
改
革
。

⑤
財
務
の
見
直
し
と
施
設
整

備
―
―
で
す
。

三
村
　
こ
の
ほ
ど
深
草
の
22

号
館
が
竣
工
し
ま
し
た
ね
。

赤
松
　
え
え
、
こ
の
建
物
は

教
室
棟
で
、
地
下
に
は
今
ま

で
に
な
い
新
た
な
生
協
の
食

堂
が
誕
生
し
ま
す
。

三
村
　
今
ま
で
に
な
い
と
は
。

赤
松
　
た
と
え
ば
工
夫
を
こ

ら
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
学
生
や
教
職
員
の
期
待
に
、

大
い
に
応
え
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
の
南
側
に
は
、
留
学
生
の

寮
が
で
き
ま
す
。

卒
業
生
に
と
っ
て
、
誠
に
た

の
も
し
い
限
り
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
な
ぜ
、
国
際
文

化
学
部
が
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
移
転
す
る
の
で
す
か
。

赤
松
　
京
都
は
国
際
都
市
で

す
。
多
く
の
大
学
が
集
ま
っ

て
い
て
、
京
都
市
の
人
口
の

約
10
％
が
大
学
生
だ
と
い
わ

れ
ま
す
。
高
等
教
育
・
研
究

機
関
が
集
中
す
る
京
都
へ
、

す
で
に
16
年
を
経
た
国
際
文

化
学
部
に
と
っ
て
も
大
き
な

意
味
が
あ
り
ま
す
。
言
語
や

芸
術
な
ど
人
文
科
学
系
の
国

際
文
化
学
部
が
、
社
会
科
学

系
の
学
部
が
集
ま
る
深
草
キ

ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て
く
る

こ
と
で
大
き
な
刺
激
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
教
学
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
る

と
い
う
の
が
、
最
大
の
狙
い

で
す
。

三
村

　
新
し
い
教
学
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
は
。

赤
松

　
す
で
に
一
部
で
着
手

し
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば

英
語
を
主
言
語
と
し
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、

入
学
時
か
ら
卒
業
ま
で
学
ん

で
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
、
国
際
文
化
学
部
に
は

約
500
人
の
留
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。
移
転
す
る
と
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
留
学
生
は

600
人
を
超
え
、
近
く
に
寮
も

で
き
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に

い
る
だ
け
で
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
よ
く
私
た
ち
日

本
人
は
「
外
国
人
」
と
呼
ん

で
、
無
意
識
の
う
ち
に
区
別

し
て
き
た
き
ら
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
「
外
国
人
」

と
い
う
言
葉
が
形
骸
化
し
、

共
に
「
地
球
人
」
と
し
て
学

び
あ
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実

現
で
す
ね
。

三
村

　「
地
球
人
」、
建
学

の
精
神
か
ら
み
て
も
い
い

言
葉
で
す
ね
。
そ
れ
は
す

ご
い
、
何
か
変
わ
る
か
も

知
れ
な
い
。

赤
松

　
え
え
、
期
待
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

地
球
人
と
し
て
模
範
的
な
生

き
方
を
示
し
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
大
学
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
。
新
し
い
龍
大
像
を

ぜ
ひ
形
に
し
て
い
た
だ
き
、

〝
５
長
〞
を
終
え
る
７
年
後

の
創
立
380
周
年
に
は
、
や
っ

ぱ
り
龍
大
っ
て
す
ご
い
と
拍

手
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
私
た
ち
卒
業
生
も
精

い
っ
ぱ
い
あ
と
押
し
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
卒
業
生
は
海
外

を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
社
会
貢
献
に
つ
と

め
、
母
校
の
発
展
を
支
援
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本

日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

最新情報をお知らせ下さい

　皆様の最新情報（新しい住所・勤務先、

改姓など）をお知らせ下さい。また、

ご友人でこの会報が届いていない方に

も、その旨お知らせ下さい。

ご通知は下記のいずれかで
①FAX=（075）645-2017（本会報送
付宛名用紙をご利用下さい）
②https://www.ryukoku.ac.jp/koyu_form/
③e-mail＝koyu@ad.ryukoku.ac.jp
④郵送＝本会報送付宛名用紙の「郵便
はがき」をご利用下さい

竣
工
し
た
深
草
22
号
館
。写
真
上
は
ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
食
堂

校友会ホームページを
リニューアルします

〈第1弾〉
2012年11月5
日よりデザイ
ンを一新しま
す。
〈第2弾〉
2013年4月1日
より校友会員
の情報をさま
ざまな角度か
ら集め、発信
していく予定
です。全国、世界各国にいる龍谷大学の
卒業生と交流できる場になればと考えてい
ます。

大
学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
一
新（
力
強
く

成
長
す
る
学
生
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
）

画像はイメージです
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５
月
14
日
、
世
界
遺
産
の

「
熊
野
古
道
歴
史
散
策
ツ
ア

ー
」（
参
加
費
千
円
）
が
開

催
さ
れ
、
120
人
を
こ
え
る
校

友
や
そ
の
家
族
が
、
春
の
一

日
を
楽
し
ん
だ
。

　
こ
の
企
画
は
和
歌
山
・
海

南
有
田
支
部
の
田
井
伸
幸
副

支
部
長
が
立
案
し
、
山
西
寛

支
部
長
を
中
心
と
し
た
６
人

の
メ
ン
バ
ー
が
１
月
か
ら
、

開
催
に
向
け
て
始
動
。
し
か

し
、
事
業
資
金
を
い
か
に
捻

出
す
る
か
が
大
き
な
問
題
だ

っ
た
。
そ
こ
で
支
部
ス
タ
ッ

フ
は
、
地
元
の
湯
浅
町
と
有

田
市
の
両
観
光
協
会
に
共
催

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
企
画

が
大
き
く
評
価
さ
れ
、
費
用

や
人
材
派
遣
、
さ
ら
に
は
広

報
活
動
ま
で
と
い
う
、
強
力

な
支
援
を
得
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
有
田
市
・
有
田
市
教
育

委
員
会
、
湯
浅
町
・
湯
浅
町

教
育
委
員
会
の
後
援
が
得
ら

れ
た
こ
と
も
、
追
い
風
と
な

っ
た
。

　
朝
９
時
、
J
R
湯
浅
駅
に

大
ぜ
い
の
校
友
が
勢
揃
い
し

た
。
こ
こ
に
、
本
山
修
験
宗

管
長
で
総
本
山
聖
護
院
門
跡

の
宮
城
泰た

い
ね
ん年
門
主
ご
一
行
が

加
わ
り
、
勝
楽
寺
へ
向
か
っ

た
。
勝
楽
寺
は
平
安
時
代
、

七
堂
伽
藍
を
誇
っ
た
大
寺
で

も
あ
っ
た
。
参
加
者
は
、
ま

ず
こ
の
勝
楽
寺
の
巨
大
な
阿

弥
陀
如
来
像
（
藤
原
時
代
＝

重
文
）
を
拝
観
し
、
熊
野
古

道
を
北
へ
進
ん
で
深じ

ん
せ
ん
じ

専
寺
へ

向
か
っ
た
。
深
専
寺
の
そ
ば

に
は
「
立た

て
い
し石
」
と
呼
ば
れ
る

道
標
が
あ
り
、
そ
の
脇
に
一

坪
ほ
ど
の
護
摩
壇
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　
聖
護
院
の
「
御
入
峰
代
々

年
代
記
」
と
い
う
記
録
に
よ

る
と
、
１
８
３
９
年
（
天
保

173
年
ぶ
り
の
護
摩
供
養

同
郷
の
仲
間
と
歓
談

渕瀬真寿美さん五輪で
日本人過去最高位

湯
浅
・
有
田
の
観
光
協
会
と
共
催

宮
城
師「
修
験
修
行
の
道
」を
講
演

10
）、
当
時
の
聖
護
院
雄
仁

親
王
が
熊
野
本
宮
参
拝
か
ら

の
帰
路
、
300
人
の
聖
護
院
山

伏
が
、
湯
浅
・
深
専
寺
で
昼

食
の
接
待
を
う
け
た
と
い
わ

れ
る
。
宮
城
門
主
と
そ
の
一

行
は
、
深
専
寺
住
職
と
同
寺

の
幼
稚
園
児
や
参
加
校
友
が

見
守
る
な
か
、
境
内
で
「
立

石
」
の
故
事
に
ち
な
ん
で
、

じ
つ
に
173
年
ぶ
り
と
な
る
修

験
道
の
伝
統
的
な
「
柱は

し
ら
も
と源
護

摩
供
養
」
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
歴
史
散
策
ツ
ア
ー

参
加
者
は
熊
野
古
道
の
山
道

へ
。
方
津
戸
峠
か
ら
弘
法
井

戸
、逆
川
王
子
跡
、糸
我
峠
、

糸
我
王
子
跡
を
経
て
糸
我
稲

荷
大
社
へ
。
糸
我
稲
荷
大
社

は
日
本
最
古
の
稲
荷
社
で
知

ら
れ
、
こ
こ
で
待
ち
受
け
て

い
た
の
は
有
田
市
観
光
協
会

の
メ
ン
バ
ー
と
大
社
の
宮
司

さ
ん
。
糸
我
稲
荷
の
由
来
な

ど
の
解
説
を
受
け
て
、
糸
我

小
学
校
体
育
館
へ
。

　
14
時
半
か
ら「
熊
野
古
道
・

修
験
修
行
の
道
」と
題
し
て
、

宮
城
泰
年
門
主
が
講
演
。
宮

城
門
主
は
54
年
（
昭
和
29
）

文
学
部
卒
の
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
歴
史
散
策
ツ
ア
ー

は
続
く
。
一
行
は
糸
我
小
学

校
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
得
生
寺

へ
移
動
。
得
生
寺
は
奈
良
の

當
麻
寺
に
伝
わ
る
「
當
麻
曼

荼
羅
」
を
織
っ
た
と
い
う
伝

説
の
中
将
姫
ゆ
か
り
の
お
寺

で
、
命
日
が
５
月
14
日
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
に

「
中
将
姫
来
迎
大だ

い
え
し
き

会
式
」（
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が

つ
と
め
ら
れ
て
い
た
。
地
元

の
小
学
生
が
二
十
五
菩
薩
に

ふ
ん
し
て
練
り
歩
き
、
中
将

姫
を
極
楽
浄
土
へ
と
い
ざ
な

う
様
子
を
見
学
し
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
歴
史
散
策
ツ
ア
ー

を
終
え
た
。

　
な
お
、
９
月
８
、９
日
の

両
日
に
か
け
て
「
得
生
寺
中

将
姫
練
供
養
写
真
展
」
が
糸

我
公
民
館
で
、
さ
ら
に
10
月

後
半
に
は
「
深
専
寺
・
護
摩

供
養
写
真
展
」
が
、
J
R
湯

浅
の
駅
前
出
会
い
広
場
で
開

催
予
定
。

　
和
歌
山
・
海
南
有
田
支
部

は
総
勢
30
人
ほ
ど
の
小
さ
な

地
域
支
部
で
あ
る
。し
か
し
、

企
画
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
ス

タ
ッ
フ
が
地
元
の
人
々
を
巻

き
込
ん
で
、
地
道
に
準
備
を

進
め
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
現

さ
せ
た
。
他
の
校
友
会
地
域

支
部
も
、
ぜ
ひ
こ
の
方
式
を

参
考
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　（
Ｙ
記
）

和
歌
山
県
海
南
有
田
支
部

深専寺で173年ぶりとな
る護摩供養を行う宮城師
（写真中央）

糸
我
峠
を
こ
え
て
糸
我
稲
荷
へ

宮城師の講演（糸我小学校）

競歩会場での渕瀬さん（NHK衛星放送映像より）

自己紹介からはじまり、気がつけば
携帯メールのアドレス交換。瀬田キ
ャンパスから往復バスをチャーター

　龍大陸上部時代、20km競歩で日本新を樹
立し、２年連続で世界陸上に出場の渕瀬真寿
美さん（09年済卒＝大塚製薬）。ユニバシア
ードでは2位、世界陸上ベルリン大会では日
本人初の７位入賞などの記録を誇る日本記録
保持者。今回のロンドン五輪では女子20km
競歩に出場。入賞を逃したものの１時間28
分41秒で、この種目で日本人歴代最高の11
位。次回五輪に期待がかかる。

「
新
入
生
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」に
10
支
部
役
員

　
５
回
目
を
迎
え
た
「
新
入

生
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」
が
、

４
月
12
日
に
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
在
学
中
に

帰
属
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
、

卒
業
後
、
出
身
地
に
戻
っ
た

と
き
、
地
元
の
校
友
会
支
部

参
加
を
促
そ
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
入
学
直
後
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
期
間

中
、
近
畿
圏
以
外
の
新
入
生

を
北
か
ら
南
ま
で
６
ブ
ロ
ッ

ク
に
わ
か
れ
て
行
わ
れ
る
。

　
会
場
と
な
っ
た
４
号
館
の

教
室
に
は
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
の
表
示
が
さ
れ
、
受

付
を
す
ま
せ
た
新
入
生
約
250

人
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
結
し
た
。

教
室
に
は
出
身
地
の
教
員
や

職
員
、
校
友
会
役
員
、
学
生

ス
タ
ッ
フ
が
待
機
し
、
新
入

生
た
ち
に
話
し
か
け
る
。
用

意
さ
れ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な

ど
の
軽
食
や
お
茶
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
口
に
し
な
が
ら
、

新
入
生
た
ち
が
歓
談
す
る
。

　
今
年
、
と
く
に
目
を
ひ
い

た
の
が
、
全
国
で
10
の
校
友

会
地
域
支
部
役
員
の
参
加
だ

っ
た
（
別
表
参
照
）。
故
郷
は

同
じ
地
域
と
い
う
こ
と
か
ら

話
が
大
い
に
は
ず
み
、
新
入

生
た
ち
も
お
お
よ
ろ
こ
び
。

　「
鳥
取
県
や
徳
島
県
か
ら
行

政
関
係
者
が
何
人
か
こ
ら
れ

て
い
ま
し
た
ね
。
龍
大
と
鳥

取
県
や
徳
島
県
と
の
密
接
な

つ
な
が
り
を
知
っ
て
、
学
生

た
ち
は
こ
の
大
学
に
き
て
よ

か
っ
た
と
。
ふ
る
さ
と
タ
イ

ム
は
、
地
域
支
部
に
と
っ
て

も
、あ
り
が
た
い
企
画
で
す
」

と
、
昨
年
２
月
に
設
立
さ
れ

た
鳥
取
県
支
部
長
の
衣
笠
告

也
さ
ん
（
75
年
文
卒
）。

　
恒
例
と
な
っ
た
「
ふ
る
さ

と
タ
イ
ム
」
も
、
年
々
進
化

し
て
い
る
。

ふるさとタイム
地域支部参加役員

〈支部名〉〈参加役員〉
北海道・海野英爾支部長
東京・緒方静子事務局長
神奈川・岡　聰志支部理事
石川・降矢恭史支部理事
福井・馬場正大事務局長
広島・神鳥　誠支部長
鳥取・衣笠告也支部長
山口・羽嶋豪太郎事務局長
愛媛・嶋　潔支部長
高知・壬生邦昭事務局長

熊野古道歴史散策ツアー開
催

※2012年4月12日現在

　
龍
谷
大
学
の
卒
業
生
数
は
、

現
時
点
で
約
16
万
人
。
昨
年
、

開
設
さ
れ
た
政
策
学
部
や
、

２
０
１
５
年
開
設
予
定
の
農

学
部
（
仮
称
）
が
、
卒
業
生

を
輩
出
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
の
数
は
飛
躍
的
に
伸
張
す

る
。

　
大
学
が
今
、
進
め
て
い
る

第
５
次
長
期
計
画
が
終
了
す

る
２
０
２
０
年
３
月
末
に
は
、

卒
業
生
が
20
万
人
を
突
破
す

る
。
龍
谷
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
け
る
と
、
最
初
に
「
私

た
ち
は
、
変
わ
り
ま
す
」
と

真
紅
の
文
字
が
目
に
と
び
込

ん
で
く
る
。

　
現
在
、
校
友
会
に
は
国
内

30
支
部
、
海
外
３
支
部
の
33

の
地
域
支
部
と
12
職
域
支
部

が
あ
る
が
、
と
う
て
い
満
足
の

で
き
る
数
で
は
な
い
。
東
海
、

北
陸
、
東
北
方
面
に
は
校
友

会
支
部
が
な
い
空
白
地
域
が

多
い
。
京
都
以
西
で
は
島
根
・

佐
賀
・
長
崎
・
宮
崎
・
沖
縄

の
各
県
に
も
、
地
域
支
部
は

存
在
し
な
い
。

　
一
方
、
大
学
の
足
も
と
に
目

を
や
る
と
、
京
都
に
は
市
役

所
支
部
が
あ
る
も
の
の
、
地
域

支
部
が
な
く
、
そ
の
う
え
全

卒
業
生
数
の
約
３
割
に
達
す

る
大
阪
府
下
に
は
、
大
阪
・

中
央
と
北
大
阪
、
枚
方
の
3

支
部
の
み
。
多
数
の
校
友
が

在
籍
す
る
、
豊
中
や
吹
田
を

は
じ
め
、
堺
や
泉
南
方
面
、

東
大
阪
、
八
尾
、
藤
井
寺
、

河
内
長
野
な
ど
の
各
市
、
ま

た
神
戸
市
な
ど
に
も
支
部
は

な
い
。

　
校
友
会
で
は
、
ま
ず
空
白

県
を
解
消
さ
せ
る
と
共
に
、

足
下
の
近
畿
圏
で
の
支
部
立

ち
上
げ
に
力
を
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
職
域
支

部
も
少
な
い
。
福
祉
関
係
で

人
材
豊
富
な
龍
谷
大
学
の
強

味
を
生
か
し
た
支
部
、
弁
護

士
・
検
事
・
裁
判
官
の
法
曹

関
係
の
支
部
も
必
要
だ
。

　
そ
し
て
、
次
に
国
際
化
―

卒
業
生
20
万
人
時
代
へ ―

。
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

予
定
の
国
際
文
化
学
部
で
は
、

５
百
人
を
こ
え
る
海
外
か
ら

の
留
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
大

学
史
の
年
表
に
目
を
や
る
と

78
年
（
昭
和
53
）
に
は
外
国

人
留
学
生
が
6
0
0
人
を
こ

え
た
と
あ
り
、
85
年
（
昭

60
）
に
は
龍
谷
洋
上
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
大
型
客
船
チ
ャ
ー
タ
ー

で
中
国
に
渡
り
、
上
海
市
の

主
要
５
大
学
と
交
流
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
国

際
化
を
進
め
て
き
た
龍
谷
大

学
に
は
、
中
国
、
韓
国
、
台

湾
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
地
域
か

ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
て
き
た
。そ
こ
で
、

校
友
会
で
は
外
国
人
卒
業
生

の
支
部
作
り
が
、
大
き
な
課

題
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

上
海
や
北
京
、
香
港
、
ソ
ウ
ル

や
釜
山
に
は
、
多
く
の
外
国

人
校
友
が
存
在
す
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
現
地
で
は
目
立
っ
た

動
き
は
な
い
。

　「
私
た
ち
は
変
わ
る
」
と
宣

言
し
た
母
校
、
そ
の
母
校
を

支
え
る
卒
業
生
組
織
の
校
友

会
も
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
卒
業
生
20
万
人
時

代
に
突
入
す
る
８
年
後
に
は
、

卒
業
生
が
居
住
す
る
全
地
域

に
支
部
を
と
い
う
目
標
の
達

成
に
向
け
、
卒
業
生
の
強
固

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
急

が
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
村
峯
男

校
友
会
長
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中央アジアの砂漠を進む大谷探検隊

司馬遼太郎氏愛用の本願寺記者クラブのソファ

大谷探検隊将来品
大宮図書館が9千点所蔵

　
前
号
（
74
号
）
で
大

宮
図
書
館
の
稀き

こ
う
し
ょ

覯
書
類

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

も
う
一つ
だ
け
触
れ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
に
「
大
谷
探
検
隊

将し
ょ
う
ら
い
ひ
ん

来
品
」
が
あ
り
ま
す
。

仏
教
国
・
仏
教
徒
こ
そ
が
そ
の

遺
跡
探
査
や
研
究
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
明
治
新
政

府
に
働
き
か
け
る
の
で
す
が
、

新
政
府
は
富
国
強
兵
の
さ
な

か
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
結
局
、
本
願
寺
が
単

独
で
行
う
こ
と
を
大
谷
光
瑞

師
は
決
意
し
ま
す
。

　
西
域
で
の
探
査
は
、
1
9
0

2
年
（
明
治
35
）
か
ら
11
年

間
3
次
に
及
び
、
当
時
の
金

額
で
一
説
に
は
、
400
万
円
（
1

円
金
貨
400
枚
に
相
当
）
を
超

え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

の
貨
幣
価
値
に
直
す
と
、
当

時
の
1
円
金
貨
は
、
約
5
万

円
ほ
ど
で
、
約
2
千
億
円
、
仮

に
半
分
と
し
て
も
1
千
億
円

に
も
な
る
金
額
で
す
。

　
探
検
隊
に
自
ら
も
参
加
し

た
大
谷
光
瑞
師
は
そ
の
後
、
大

分
県
の
別
府
で
48
年
（
昭
和

23
）
に
逝
去
さ
れ
ま
す
。
そ
の

遺
品
整
理
が
行
わ
れ
た
と
き
、

幅
1
・
6
ｍ
を
こ
え
る
巨
大
な

木
箱
が
ふ
た
つ
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
中
に
は
大
谷
探
検
隊
が

収
集
し
た
将
来
品
が
ぎ
っ
し
り

と
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
49
年

こ
れ
が
大
谷
家
か
ら
龍
谷
大

学
に
寄
贈
さ
れ
、
本
格
的
な

西
域
文
化
研
究
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
木
箱
に
は
、
約

9
千
点
に
及
ぶ
貴
重
な
収
集

を
迎
え
る
「
東
京
支
部
だ
よ

り
」。
編
集
長
は
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
の
矢
貫
隆
さ

ん
（
77
年
営
卒
＝
08
年
龍
谷

奨
励
賞
）。「
最
年
長
×
最
年

少
校
友
鼎
談
」
を
は
じ
め
、

老
若
ど
ち
ら
の
校
友
に
も
ピ

ン
ト
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
硬
式
野
球
部
が

神
宮
の
全
日
本
大
学
野
球
選

　
緒
方
静
子
（
旧
姓
渡わ

た
な
べ部
）

さ
ん
は
広
島
市
出
身
。
74
年

（
昭
和
49
）
経
営
学
部
卒
。

池
本
幸
三
教
授
の
ゼ
ミ
生
で
、

軟
式
テ
ニ
ス
部
で
活
躍
。

　
校
友
会
東
京
支
部
の
存
在

を
知
っ
た
の
は
6
年
前
の
こ

と
。
R
E
C
東
京
の
講
座
の

広
告
を
新
聞
で
目
に
し
応
募

し
た
も
の
の
、
す
で
に
定
員

オ
ー
バ
ー
。
卒
業
生
だ
か
ら

と
関
係
先
に
問
い
合
わ
せ
る

う
ち
に
、
東
京
支
部
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
か
ら
東
京
支
部
の
集
い
に

顔
を
だ
す
よ
う
に
な
り
、「
前

支
部
長
の
西に

し
ら
い來
武
治
さ
ん

（
現
顧
問
）
か
ら
、
ぜ
ひ
手

伝
っ
て
ほ
し
い
と
。
5
年
前

の
こ
と
で
し
た
」
と
緒
方
さ

ん
。
東
京
支
部
は
近
年
、
会

員
数
が
増
え
続
け
て
い
る
。

築
地
本
願
寺
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
演
奏
会
や
、
新
会
員
歓

迎
の
校
友
年
賀
会
な
ど
、
多

数
の
校
友
で
に
ぎ
わ
う
。
な

か
で
も
若
い
校
友
の
姿
が
、

ひ
と
き
わ
目
立
つ
。

　「
東
京
に
在
住
、
在
勤
の

卒
業
生
は
、
か
な
り
の
数
で
、

『
東
京
支
部
だ
よ
り
』
や

H
P
を
活
用
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
と
く
に
東
京

支
部
で
は
卒
業
直
後
の
若
い

校
友
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

校友●Who's Who

緒方静子さ
ん

支
部
活
動
は
草
の
根
運
動

校友会女性初の支部長
東京支部・74年経営卒

「東京支部だより」の若い校友の鼎談

の
が
特
徴
で
す
。
会
員
の
入

れ
替
わ
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
」

　
現
在
、
東
京
支
部
の
会
員

と
し
て
把
握
し
て
い
る
校
友

は
年
々
増
え
、
千
人
を
こ
え

る
。
東
京
支
部
役
員
に
よ
る

〝
声
か
け
〞
の
成
果
で
あ
る
。

緒
方
支
部
長
は
こ
れ
を
〝
草

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証④

資
料
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
の

結
果
、「
李り

は
く
せ
き
と
く
こ
う

柏
尺
牘
稿
」
と
い

う
西
域
長
史
の
李
柏
が
諸
国

の
王
に
宛
て
た
書
状
の
草
稿

（
328
年
楼
蘭
で
書
写
さ
れ
た
も

の
で
09
年
〈
明
治
42
〉
出
土
＝

重
文
）
を
は
じ
め
と
し
た
貴
重

な
古
文
書
類
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
大
宮
図
書
館
の

凄
さ
を
知
っ
た
産
経
新
聞
京

都
支
局
の
福
田
定て

い
い
ち一
と
い
う
宗

教
担
当
記
者
が
、
50
年
（
昭

和
25
）
頃
か
ら
本
願
寺
記
者

ク
ラ
ブ
に
取
材
に
寄
っ
た
つ
い

で
に
、
大
宮
図
書
館
を
訪
れ
ま

す
。
そ
れ
以
後
、
福
田
記
者
は

毎
日
の
よ
う
に
弁
当
持
参
で
や

っ
て
来
た
と
、
当
時
の
こ
と
を

知
る
人
が
言
い
ま
す
。

　
一
年
以
上
が
経
っ
て
、
あ
る

日
を
境
に
、
福
田
記
者
は
プ
ッ

ツ
リ
と
来
な
く
な
り
ま
す
。
親

し
く
な
っ
て
い
た
図
書
館
の
職

員
た
ち
も
心
配
し
て
い
た
や
さ

き
、
福
田
記
者
は
「
司
馬
遼

太
郎
」
と
し
て
文
壇
に
デ
ビ
ュ

ー
。
司
馬
氏
は
の
ち
に
、「
こ

の
図
書
館
が
な
か
っ
た
ら
、
作

家
に
な
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と

述
懐
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
大
宮
図
書
館
は
、
近
年
に

約
3
年
を
か
け
て
全
面
改
修

さ
れ
、
06
年
（
平
成
18
）
3

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
概
観

は
そ
の
ま
ま
に
、
内
装
は
、

最
新
ハ
イ
テ
ク
設
備
を
満
載

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
、

日
本
建
築
家
協
会
や
日
本
図

書
館
協
会
、
日
本
建
築
学
会

な
ど
、
6
つ
の
団
体
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
宮
図
書
館
を
知
ら

ず
し
て
「
龍
谷
大
学
を
卒
業

し
た
」
な
ど
と
は
、
決
し
て

言
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。（
増
田
省
三
）

て
い
て
、
今
年
も
新
た
に
２

人
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
初
参
加
や
知
り
合
い
が

い
な
い
校
友
に
は
、
皆
で
声

を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
出
逢
っ
た
人
た
ち
と
気

持
よ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き

る
範
囲
で
関
わ
っ
て
い
け
る

こ
と
が
、
支
部
活
動
を
し
て

い
く
う
え
で
大
切
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
京
支
部
は
転
勤
族
が
多
い

の
根
運
動
〞
だ
と
口
に
す
る
。

　「
最
終
的
に
は
個
人
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
友
達
の
友
達

は
皆
友
達
と
い
う
よ
う
に
、

口
コ
ミ
で
輪
を
広
げ
て
い
ま

す
。〝
う
ち
の
会
社
に
龍
大

卒
の
人
が
入
っ
て
き
た
よ
〞

と
聞
く
と
、
す
ぐ
に
〝
声
か

け
〞
で
す
（
笑
）」

　
東
京
支
部
躍
進
の
原
動
力

の
ひ
と
つ
は
、
今
秋
に
4
号

手
権
大
会
で
ベ
ス
ト
4
の
話

題
と
な
っ
た
。

　「
私
た
ち
東
京
支
部
の
メ

ン
バ
ー
は
、
毎
日
応
援
に
出

か
け
ま
し
た
。
神
宮
ま
で
勝

ち
上
が
っ
て
く
る
の
も
大
変

で
し
ょ
う
が
、
今
ま
で
は
初

戦
敗
退
が
続
い
て
い
ま
し
た

か
ら
（
笑
）。
チ
ー
ム
が
勝

っ
て
、
ま
た
明
日
も
応
援
に

行
け
る
っ
て
思
う
と
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
。
関
東
圏
の
親

和
会
の
か
た
が
た
と
も
、
一

緒
に
応
援
し
ま
し
た
。

　
こ
の
感
激
を
さ
ら
に
深
め

た
い
と
、
次
の
「
東
京
支
部

だ
よ
り
４
号
」
で
は
、
龍
大

ス
ポ
ー
ツ
応
援
を
特
集
予
定

で
す
。
支
部
活
動
は
母
校
へ

の
さ
さ
や
か
な
恩
返
し
で
す
。

母
校
の
発
展
に
貢
献
し
て
く

れ
る
後
輩
た
ち
の
た
め
に
、

東
京
で
の
〝
旗
艦
・
フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ
プ
〞
と
な
れ
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
ま
す
」

　
緒
方
支
部
長
の
頼
も
し
い

言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

大
宮
本
館
の
ル
ー
ツ
を
求
め
てエマニュエル校で筆者

　「
龍
谷
大
学
は
（
中
略
）

１
８
６
０
年
代
に
日
本
近
代

化
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、

い
ち
は
や
く
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
生
を
送
り
ま
し
た
。
帰
国

し
た
留
学
生
は
、
宗
教
に
片

寄
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
め

て
、
数
学
・
歴
史
・
地
理
、
化

学
な
ど
の
一
般
学
問
を
広
く

取
り
入
れ
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

風
の
学
舎
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
の
大
学
の
1
8
7

9
年
（
明
治
10
年
1
8
7
7

年
起
工
）に
完
成
し
た
学
舎
は
、

鋼
材
を
貴
国
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ

ン
グ
社
か
ら
輸
入
し
て
建
て

ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
風
の
建
物

で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
私
が

こ
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
を
訪
れ
た
と
き
、
一
瞬
わ
が

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
立
っ
た

よ
う
な
感
じ
を
う
け
ま
し
た
」

　
こ
れ
は
第
12
代
龍
谷
大
学

学
長
の
千
葉
乘
隆
著
『
欧
米

大
学
事
情
見
聞
録
』（
86
年
刊
）

に
掲
載
さ
れ
た
文
章
で
、
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
ブ
リ
ュ
ー
ワ

学
長
主
催
の
夕
食
会
で
の
千

葉
元
学
長
の
挨
拶
で
す
。

　
大
宮
学
舎
の
ル
ー
ツ
を
調

べ
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の

本
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
明
治
5
年（
1
8
7
2
年
）

に
本
願
寺
教
団
が
島
地
黙
雷・

梅
上
沢
融
を
岩
倉
使
節
団
の

一
員
と
し
て
欧
州
歴
訪
に
派

遣
し
、
赤
松
連
城
（
現
龍
谷

大
学
初
代
学
長
）
堀
川
教
阿・

光
田
為
然
な
ど
も
欧
州
に
約

１
年
半
留
学
し
て
英
国
の
教

育
制
度
を
学
び
、
学
制
の
大

改
革
と
学
林
か
ら
大
教
校
へ

と
名
称
変
更
を
し
ま
し
た
。

時
期
的
に
み
て
、
大
宮
学
舎

は
帰
国
し
た
島
地
や
赤
松
ら

の
進
言
に
よ
り
、
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
カ
レ
ッ
ジ
を
模
し
て
建
て

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
、
薬
師
寺
執
事

長
の
村
上
太
胤
さ
ん
（
69
年

文
卒
）
が
大
英
博
物
館
で
講

演
さ
れ
た
時
、
お
世
話
に
な

っ
た
方
に
島
地
黙
雷
・
赤
松

連
城
等
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
と
の
関
わ
り
を
調
べ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
、
は
た
し
て

大
宮
学
舎
は
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
を
モ
デ
ル
に
し
た
の

か
と
、
7
月
に
ロ
ン
ド
ン
を
訪

れ
ま
し
た
。
前
日
に
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
視
察
し
、

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
な
ど
の
重
厚

な
建
築
物
が
立
ち
並
ぶ
雄
大

な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
て
き
ま
し

た
。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
の
方
は
こ
じ
ん
ま
り
と
し

て
、
講
義
室
、
学
生
寮
な
ど

の
構
成
が
大
宮
学
舎
の
た
た

ず
ま
い
に
よ
く
似
て
い
ま
し
た

が
、
建
物
自
体
は
こ
こ
が
大

宮
学
舎
の
ル
ー
ツ
だ
と
断
定

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
奥
に
進
む
と
、
当
時

千
葉
先
生
が
挨
拶
を
さ
れ
た

晩
さ
ん
会
場
（
オ
ー
ル
ド
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
）
が
あ
り
感
激

致
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
図
書
館
・
日
本
部
長
の
小

山
さ
ん
に
、
赤
松
・
島
地
等

の
名
前
を
確
認
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
、

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の

東
洋
学
部
の
学
生
が
、
島
地

黙
雷
を
テ
ー
マ
に
卒
論
を
書

い
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
な
ん
と
こ
の
学
生
は
、
今

年
2
月
に
龍
谷
大
学
へ
調
査

に
来
て
い
る
の
で
す
。

　
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に

か
け
て
の
代
表
的
な
西
洋
建

築
は
全
て
設
計
者
が
判
明
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
大
宮

本
館
は
木
造
石
貼
り
工
法
で

現
存
す
る
唯
一
の
貴
重
な
大

型
建
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
設
計
者
が
未
だ
に
不

明
な
の
で
す
。（
施
行
は
京
都

大
工
方
棟
梁
の
三
上
家
）

　
大
宮
本
館
は
、
誰
が
欧
州

の
ど
の
大
学
を
参
考
に
し
て

設
計
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

校
友
の
中
で
何
ら
か
の
情
報

を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
た

ら
、
ぜ
ひ
校
友
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

原形は英国エマニュエル校だったのか

不明設計者の情報提供を
校友会広報部会長　米田禎孝

　
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
ご

さ
を
知
る
に
は
、
す
こ
し
予
備

知
識
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
20

世
紀
初
頭
の
こ
と
で
し
た
。
大

航
海
時
代
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
と
す
る
列
強
諸
国
が

探
検
と
い
う
名
目
で
中
央
ア
ジ

ア
、
西さ

い
い
き域
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。

　
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
ド
イ

ツ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ロ
シ
ア

な
ど
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
西
域
」
を

探
検
、
仏
教
寺
院
跡
な
ど
を

発
掘
し
、
古
い
経
典
や
仏
教
壁

画
な
ど
を
次
々
と
自
国
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

　
こ
の
有
様
を
ロ
ン
ド
ン
で
見

聞
き
し
た
本
願
寺
宗
主
の
大

谷
光
瑞
師
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
彼
ら
が
な
ぜ
と
、
大
き
な
危

機
感
を
い
だ
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
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校　友
最前線

90
年
（
平
成
２
）、
法
学
部
卒
業
の
最
上
由ゆ

布う

子
さ
ん
（
旧
姓
：
青
野
）。
平
野

武
教
授
ゼ
ミ
生
で
も
あ
る
。
卒
業
後
、
日
本
か
ら
約
２
万
㎞
離
れ
た
「
モ
ア
イ
」

で
知
ら
れ
る
チ
リ
領
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
ハ
ン
ガ
ロ
ア
村
に
移
り
住
み
、
ホ
テ
ル
Ｔ

Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
（
タ
ハ
タ
イ
）
で
、
日
本
人
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
つ

と
め
る
。
現
地
の
様
子
や
日
々
の
仕
事
ぶ
り
を
た
ず
ね
た
。

最
上
由
布
子
さん

ホ
テ
ル
Ｔ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ーイ

ー
ス
タ
ー
島
で
暮
ら
す

　
本
著
は
神
仏
霊
場
会
編

で
、
山
折
哲
雄
氏
ら
と
の
共

著
。
本
山
修
験
宗
管
長
・
聖

護
院
門
主
の
宮
城
さ
ん
は

「
靡な

び

き
八
丁
斧
入
れ
ず
―
―

修
験
の
こ
こ
ろ
」
と
題
し
た

一
文
を
寄
せ
て
い
る
。
修
験

道
法
度
と
し
て
、
行
者
が
歩

く
尾
根
か
ら
左
右
8
0
0

ｍ
は
決
し
て
草
木
を
伐
採
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
不
文

律
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、

近
年
の
人
類
に
よ
る
自
然
破

　
薬
師
寺
管
主
で
あ
っ
た
高

田
好
胤
さ
ん
（
46
年
文
卒
）

と
龍
谷
大
学
入
学
以
来
、
58

年
の
つ
き
合
い
の
倍
巌
良
舜

さ
ん
（
融
通
念
佛
宗
管
長
・

大
念
佛
寺
法
主
）。
高
田
さ

ん
が
98
年
に
逝
去
さ
れ
た

際
、
密
葬
の
導
師
ま
で
つ
と

め
た
筆
者
が
、
長
年
に
わ
た

っ
て
秘
め
て
き
た
想
い
出
を

中
心
に
綴
る
。

　
学
生
時
代
の
出
会
い
か
ら

は
じ
ま
っ
て
、
高
田
さ
ん
の

初
恋
、
失
恋
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
、
興
味
深
い
話
題
が
続

く
。

　
Ｂ
６
判
１
６
８
頁
・
学
生

社
・
１
６
０
０
円
＋
税

神
仏
霊
場
も
の
が
た
り

宮
城
泰
年

　（
54
年
文
卒
）

好
胤
と
倍
巌

倍
巌
良
舜

　（
44
年
文
卒
）

新刊紹介

壊
や
文
明
に
よ
る
お
ご
り
に

警
鐘
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　
Ｂ
６
判
２
０
８
頁
・
戎
光

祥
出
版
・
１
６
０
０
円
＋
税

〈
龍
谷
大
学
で
は
？
〉

　
法
学
部
の
平
野
武
先
生
の

ゼ
ミ
生
で
す
。
平
野
ゼ
ミ
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
憲

法
を
も
と
に
し
て
考
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
自
由
な
ゼ
ミ
で
し
た
か

ら
、
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
は

「
生
命
倫
理
」で
し
た
。ま
た
、

ゼ
ミ
旅
行
で
香
港
へ
行
っ
た

こ
と
が
、い
い
思
い
出
で
す
。

〈
イ
ー
ス
タ
ー
島
と
は
？
〉

　
周
囲
が
60
㎞
く
ら
い
の
小

さ
な
島
で
す
。
日
本
の
小
豆

島
く
ら
い
で
す
ね
。
太
平
洋

に
ポ
ツ
ン
と
浮
か
ぶ
孤
島

で
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
東
端
に

位
置
し
ま
す
。
家
畜
や
犬
、

猫
が
村
の
中
を
の
ん
び
り
歩

く
素
朴
な
島
で
す
。

　
タ
ヒ
チ
経
由
の
飛
行
機
便

も
あ
り
、
日
本
か
ら
の
旅
行

者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
か
ら
は
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

の
人
た
ち
が
、
世
界
一
周
の

旅
の
途
中
寄
っ
て
下
さ
っ
た

り
し
ま
す
。

〈
言
葉
は
？
〉

　
チ
リ
領
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語

で
す
。
外
国
の
お
客
様
で
ス

ペ
イ
ン
語
が
で
き
な
い
人
と

は
英
語
で
す
。
現
地
語
は
ポ

リ
ネ
シ
ア
系
の
ラ
パ
ヌ
イ
語

で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
従
業
員

の
人
た
ち
と
は
ス
ペ
イ
ン
語

で
会
話
し
ま
す
。

〈
お
仕
事
の
内
容
は
？
〉

　
ホ
テ
ル
・
タ
ハ
タ
イ
の
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
し
て
い
ま
す
。
タ
ハ
タ

イ
は
39
部
屋
で
、
従
業
員
20

数
名
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
で

す
。
以
前
、
平
野
先
生
ご
夫

妻
も
滞
在
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
夫
が
ガ
イ
ド
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
た
ま
に
ガ
イ

ド
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
ね
。

　
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
が
、
も
ち
ろ
ん
苦
労
も
あ

り
ま
す
。
従
業
員
の
皆
さ
ん

に
、
い
か
に
こ
ち
ら
の
指
示

通
り
に
仕
事
を
こ
な
し
て
い

た
だ
く
か
と
い
う
点
で
す
。

お
お
ら
か
で
明
る
い
人
た
ち

ば
か
り
で
す
が
、
な
に
し
ろ

ポ
リ
ネ
シ
ア
の
文
化
や
風
土

で
育
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

律
儀
で
き
ま
じ
め
な
日
本
人

と
は
正
反
対
で
す
。
遅
刻
は

あ
た
り
ま
え
、
無
断
欠
勤
も

し
ば
し
ば
で
す
か
ら
、
そ
の

点
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
は
街
灯

が
少
な
く
、
夜
は
ま

っ
暗
で
す
。
新
月
の

と
き
な
ど
、
海
と
道

路
の
境
目
が
見
え

ず
、
車
が
海
に
落
ち

そ
う
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
停
電
や
断

水
も
し
ば
し
ば
で
、

が
ま
ん
強
く
復
旧

を
待
つ
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
現
在
は
チ
リ
本

土
か
ら
衛
星
放
送

で
テ
レ
ビ
が
放
映

さ
れ
て
い
ま
す
が
、

停
電
で
ひ
ど
い
と

き
に
は
、
翌
日
ま
で

映
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

郵
便
物
は
日
本
の
よ
う
に
配

達
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
郵

便
局
へ
受
け
取
り
に
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
話
を
し
ま
す
と
、

日
本
か
ら
遠
い
異
国
の
地
で

暮
ら
す
こ
と
は
、
何
か
大
変

な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言

葉
も
日
々
の
生
活
の
中
で
自

然
に
学
ん
で
い
け
ま
す
し
、

想
像
も
し
な
か
っ
た
体
験
が

で
き
た
り
、
日
本
に
い
た
と

き
よ
り
ず
っ
と
柔
軟
な
考
え

方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
母
校
の
後
輩
た
ち
に
は
、

「
ど
ん
ど
ん
広
い
世
界
へ
出

て
い
っ
て
ほ
し
い
」、
先
輩

が
た
に
は
、「
ぜ
ひ
イ
ー
ス

タ
ー
島
に
き
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
の
が
、
私
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

ホ
テ
ル
・
タ
ハ
タ
イ
で
の
最
上
さ
ん
。
Ｔ
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
「
世
界
の
果
て
の
日
本
人
」
よ
り

青森
5
18

岩手
7
21
宮城
15
48

秋田
8
28
山形
15
41

栃木
28
58

埼玉
17
61

群馬
17
32

新潟
71
193

富山
81
248

長野
120
394

石川
282
753

静岡
190
648

岐阜
165
540

愛知
194
601

三重
327
1,129

福井
257
666

滋賀
2,198
6,424

京都
2,638
8,215

兵庫
1,082
3,834

奈良
907
3,227

和歌山
207
870

大阪
3,268
12,277

鳥取
144
408
岡山
256
711

島根
106
272

山口
120
350

広島
323
926

山梨
20
78
神奈川
10
68

東京
49
183

福島
10
41

茨城
32
116

千葉
25
99

北海道
58
200

香川
243
754

愛媛
142
508

徳島
92
352

高知
118
355

福岡
102
258

大分
20
48
宮崎
35
113

佐賀
19
35

長崎
18
77

熊本
35
75

鹿児島
24
76沖縄

13
52

龍谷大学就職実績全国分布図
※本社所在地別就職者数
　　　　（2011 年度実績＝キャリア開発部）

龍谷大学独自の力強いバックアップのもと、多く
の卒業生が夢や目標を実現させ、さまざまなフィ
ールドの第一線で活躍しています。

※都道府県別。全入試形態合計（短期大
学部を含む）。外国人留学生入試の志願者
数・合格者数は含みません

全体 志願数 47,121　合格数 14,264

北海道 4

岩手 2
宮城 2
秋田 1
山形 1
福島 2

茨城 2
群馬 4
埼玉 8
千葉 11
東京 480

神奈川 19

新潟 13
長野 8

富山 14
石川 17
福井 17

岐阜 22
静岡 28
愛知 68
三重 25

滋賀 222
京都 573
大阪 749
兵庫 121
奈良 77
和歌山 19

徳島 6
香川 19
愛媛 19
高知 17

鳥取 8
島根 8
岡山 30
広島 31
山口 7

福岡 17
佐賀 2
長崎 1
熊本 1
大分 1
宮崎 1
鹿児島 1

その他 140

　　［就職支援拠点］
大阪梅田キャンパス

［就職支援拠点］
東京オフィス

龍谷大学今春の志願・合格状況



Ryukoku University Alumni News No.752012（平成24）年9月30日 第75号（6）

龍谷ミュージアム スケジュール
本学の貴重な学術資料を中心に仏教を分かりやすく紹介

仏教絵画の中にある、涙や笑い、そこに描かれた教えを謎解き
◆秋季特別展　“ 絵解き ”ってなぁに？
　　　　　　　 　　　　　－語り継がれる仏教絵画－
期　間：2012年10月13日(土 )～11月25日(日)　休館日：月曜日
入館料：校友会員は800円（通常1,000円）

◇平常展　仏教の思想と文化　インドから日本へ
期　間：2012年 12月 8日（土）～2013年 1月 27日（日）
休館日：月曜日、祝日の場合は翌日、年末年始

（12月 25日（火）～1月 7日（月））
入館料：校友会員は４００円（通常５００円）

◇企画展　若狭・多田寺の名宝（仮称）
期　間：2013年２月９日 ( 土 ) ～年４月７日 ( 日 )
休館日：月曜日、祝日の場合は翌日　入館料：未定

詳細は「龍谷ミュージアム」のホームページをご参照下さい

鐘
巻
由
来
五
幅
掛
図 

第
４
幅
（
部
分
）

和
歌
山
・
道
成
寺

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電
を

打
ち
ま
す
。
受
付
は
、
挙
式
1
週

間
前
ま
で
に
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　
校
友
会
報
74
号
（
12
年

3
月
刊
）
の
「
校
友
短
信
」

で
「
登
世
岡
浩
治
さ
ん
」

が
浩
二
に
、
ま
た
「
仏
教

に
学
ぶ
」
で
、
松
山
善
昭

さ
ん
の
肩
書
き
「
光
善
寺

前
住
職
」
が
住
職
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
１
日
２
日
の
両
日
、
高

知
市
で
、
無
料
法
律
相
談
を

開
催
し
た
。２
日
間
で
50
数
件
、

息
を
つ
く
間
も
な
い
ほ
ど
の
多

く
の
相
談
者
が
来
所
さ
れ
た
。

初
日
は
予
定
時
間
を
大
幅
に

超
過
し
相
談
を
行
っ
た
。

　
無
料
法
律
相
談
は
龍
谷
大

学
法
学
部
、
法
科
大
学
院
を

　
第
３
回
を
迎
え
る
龍
谷
大

学
経
営
者
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
11
月
22
日
（
木
）

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大

阪
で
開
催
さ
れ
る
。
異
業
種

交
流
や
経
営
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
氏
名
　
　  

卒
年  

式
月
日

　
岡
本
　
佳
子 

07 

国 

３-

３

　
登
田

幸
博 

03 

文 

３-

４

♠
寺
本
　
優
一 

07 

文 

３-

18

♥
土
田
　
茜
　 

08 

文

　
杉
田
麻
由
美 

05 

社 

３-

18

　
谷
口
　
浩
幸 

88 

済 

４-

１

♠
森
　
　
達
宏 

09 

法 

４-

７

♥
春
永
　
佳
波 

09 

文

　
川
邊
　
光
成 

10 

社 

４-

７

　
加
藤
　
知
子 

03 

社 

４-

14

♠
三
輪
　
広
介 

08 

法 

４-

29

♥
山
崎
　
仁
美 

06 

法

♠
木
村
　
和
哉 

05 

理 

５-

３

♥
橋
本
み
ど
り 

05 

国

　
北
村
　
聡
　 

07 

理 

５-

４

　
久
賀
万
梨
子 

06 

国 

５-

19

　
加
茂
　
睦
　 

07 

文 

５-

20

　
丹
下
　
直
美 

10 

国 

５-

26

　
時
水
　
和
幸 

85 

文 

６-

６

　
髙
村
　
圭
　 

03 

文 

６-

６

♠
栃
尾
　
直
輝 

09 

営 

６-

９

♥
谷
脇
　
美
保 

09 

文

　
塚
　
　
理
　 

99 

社 

６-

17

　
家
代
岡
隆
司 

00 

済 

６-

23

　
松
下
　
弥
生 

09 

社 

６-

23

♠
小
川
　
智
行 

03 

文 

６-

30

♥
新
田
　
由
香 

03 

文

　
松
永
　
直
爾 

04 

短 

７-

７

♠
長
谷
川
浩
司 

00 

営 

７-

８

♥
中
原
　
紀
子 

00 

済

♠
有
賀
　
現
也 

08 

済 

７-

８

♥
八
田
　
恵
　 

06 

法

　
木
原
依
理
子 

04 

社 

７-

８

　
中
沼
　
慶
子 

04 

文 

７-

14

　
池
田
　
吏
絵 

10 

済 

７-

14

　
図
司
　
僚
子 

97 

文 

７-

15

♠
山
本
　
強
　 

03 

済 

７-

15

♥
森
岡
　
昌
子 

05 

文

　
中
野
　
裕
子 

04 

済 

７-

28

お
わ
び
と
訂
正

2012年度　龍谷大学校友会下半期行事〈予定〉
日・曜日 イベント内容 場所

２
０
１
２
年

10月7日（日） 大阪・北大阪支部 第3回　定期総会　15：00～ 茨木市　市役所　スカイホール
10月13日（土） 大阪・北大阪支部 落語会（林家　染二独演会）18：00～ 大阪市　御堂会館（南御堂）
10月14日（日） 大阪・中央支部 第2回　本町音楽祭IN北御堂 大阪市　津村別院（北御堂）津村ホール
10月15日（月） 南カリフォルニア支部 物故者追悼法要・親睦会 米国　ORANGE仏教会
10月18日（木） 大学 報恩講
10月19日（金） 大阪・北大阪支部 第4回　北大阪支部コンペ 高槻市　新大阪ゴルフコンペ
10月27日（土） 徳島県支部 総会・講演会・懇親会 徳島市　伊月・笹之庄
10月27日（土） 和歌山・海南有田支部 文化講演会（林家染二）14：30～ 湯浅町　深専寺
10月27日（土） 大学 龍谷祭（～28日）ホームカミング・デー28日 瀬田キャンパス
10月27日（土） 社会学部同窓会 社会学部　卒業15周年のつどい 瀬田キャンパス　
10月27日（土） 国際文化学部同窓会 総会・「第3回卒業生・恩師の集い」 瀬田キャンパス　
10月27日（土） 大阪・中央支部 親睦ゴルフ・ボーリング大会
10月27日（土） パナソニックグループ（紫松会） 林家染二さん落語会
11月3日（土） 校友会 第28回全国支部長会　13：30～ 京都市　京都ロイヤルホテル＆スパ
11月4日（日） 大学 龍谷祭（2～4日）ホームカミング・デー4日 深草キャンパス
11月4日（日） 校友会 校友会　総会　11：00～　龍谷賞授賞式　12：20～ 深草キャンパス（顕真館）
11月10日（土） 寝屋川市役所支部（紫友会） 京都散策 未定
11月20日（火） 大阪・北大阪支部 5大学（龍・関・関・同・立）対抗親睦ゴルフコンペ 京都府　関西カントリークラブ
11月22日（木） 大学・校友会 第3回 龍谷大学経営者ビジネスミーティング 大阪市　ホテルニューオータニ大阪
11月23日（金・祝）神奈川県支部 望年会（ボーリング大会・懇親会） 未定（後日HPにて告知）
12月1日（土） 奈良県支部 奈良県支部親睦交流会：大念佛寺参拝 大阪市（平野区）大念佛寺
12月8日（土） 職業会計人グループ（RAS） 研修会 深草キャンパス
12月 上旬 北カリフォルニア支部 総会・懇親会・龍谷大学語学留学生との交流会 米国　バークレー浄土真宗センター
12月 大阪・中央支部 忘年会

２
０
１
３
年

1月14日（月・祝）大阪・北大阪支部 蘭の鑑賞会（藤井邸）14：00～　
新年会　15：00～ 高槻市　JR摂津富田　藤さき

1月24日（木） 南カリフォルニア支部 総会・懇親会 米国　ガーデナ佛教会
１月 大阪・中央支部 新年会

2月2日（土） ぎんなん会 総会・研究会 深草キャンパス（至心館）
2月2日（土） 愛知県支部 新春・親睦会 未定
2月6日（水） 東京支部 親入会員歓迎会＆新年会　18：30～ 東京　NHK青山荘

2月24日 (日) 社会学部同窓会 社会学部同窓会20周年記念事業
記念講演会13：30～　懇親会16：30～ ホテルグランヴィア京都（古今の間）

２月 上旬 尼崎市役所支部（龍翔会） 総会・懇親会 尼崎市　JR尼崎駅周辺
２月 中旬 教誨師・篤志面接委員支部（桐友会）研修会・施設参観 三重県　刑務所・宮川医療少年院
２月 富山県支部 公開講演会 未定
２月 大阪・中央支部 龍大寄席in北御堂 大阪市　津村別院（北御堂）津村ホール

3月14日（木） 大学 卒業式（文・短・済・営・法） 深草キャンパス
3月14日（木） 文・短・済・営・法　学部同窓会 校友会新入会員歓迎パーティー 京都市内　各ホテル
3月15日（金） 大学 卒業式（理・社・国際） 瀬田キャンパス
3月15日（金） 理・社・国際　学部同窓会 校友会新入会員歓迎パーティー 大津市内　各ホテル
3月16日（土） 大学 修了式・卒業式（大学院）＆歓迎パーティー 深草キャンパス

３月 徳島県支部 節句の集い 未定
３月 パナソニックグループ支部（紫松会）総会・懇親会 未定

大学・各学部同窓会主催行事も含む。
詳細は随時、校友会ホームページでご案内しています。

収入の部
款 項 科    目 決算額
1 前年度繰越金 65,035,801 
2 校友会助成金 11,520,000 
3 その他の収入 0 

合      計 76,555,801 
支出の部
款 項 科    目 決算額
1 事業費 6,784,846 
1 会員交流事業費他 5,094,176 
2 総合企画事業費 399,500 
3 運営費 291,170 
4 予備費 1,000,000 
2 次年度繰越金 69,770,955 

合      計 76,555,801 

2011年度　国際文化学部同窓会　決算

収入の部
款 項 科    目 決算額
1 前年度繰越金 14,715,909 
2 校友会助成金 11,510,000 
3 歓迎会委託費 2,750,000 
4 雑収入 75,400 

合      計 29,051,309 
支出の部
款 項 科    目 決算額
1 事業費 7,921,628 
2 運営費 552,387 
3 委嘱費 0 
4 積立金 3,500,000 
5 予備費 1,000,000 
6 次年度繰越金 16,077,294 

合      計 29,051,309 

2011年度　社会学部同窓会　決算
自2011年 4月1日　至2012年 3月31日 自2011年 4月1日　至2012年 3月31日

款 項 科　目 予算額 ① 決算額 ② 差異額（②ー①）
Ⅰ．収入の部
１ 会　費 186,120,000 179,640,000 △6,480,000
２ 寄付金 1,000 0 △1,000
３ 龍谷会館利用料収入 0 0 0
４ 広告料収入 100,000 200,000 100,000
５ 提携カード収入 150,000 146,095 △3,905
6 雑収入 50,000 0 △50,000
7 その他の収入 0 74,179 74,179
8 龍谷ミュージアム寄付金収入 10,000,000 10,000,000 0
9 事業拡大積立金取崩収入 10,000,000 10,000,000 0
10 校友会名簿発行積立金取崩収入 14,302,701 14,302,701 0
当年度収入合計（A） 220,723,701 194,362,975 △26,360,726
前年度繰越金 37,897,677 37,897,677 0
収入合計（B） 258,621,378 232,260,652 △26,360,726
Ⅱ．支出の部
１ 事業費 178,330,000 151,308,003 △27,021,997
２ 運営費 15,400,000 10,544,289 △4,855,711
３ 施設設備費 350,000 0 △350,000
4 新同窓会預り金 2,650,000 0 △2,650,000
5 龍谷ミュージアム寄付 20,000,000 20,000,000 0
6 積立金 35,416,527 34,366,880 △1,049,647
7 予備費 0 0
当年度支出合計（C） 232,146,527 196,219,172 △35,927,355
当年度収支差額（A）ー（C） △11,422,826 △1,856,197 9,566,629
次年度繰越金（B）ー（C） 26,474,851 36,041,480 9,566,629
※ 予算表は、龍谷大学会計基準に準じて作成しました。

2011年度　龍谷大学校友会決算

収入の部
款 項 科    目 決算額
1 前年度繰越金 11,180,726 
2 校友会助成金 13,925,000 
3 その他の収入 109,052 

合      計 25,214,778 
支出の部
款 項 科    目 決算額
1 事業費 16,843,994 
1 会員交流事業費他 6,279,907 
2 総合企画事業費 584,500 
3 総務諸費 4,304,782 
4 その他歳出 5,674,805 
2 次年度繰越金 8,370,784 

合      計 25,214,778 

収入の部
款 項 科    目 決算額

1 前年度繰越金 7,452,899 
2 校友会助成金 15,045,000 
3 その他の収入 95 

合      計 22,497,994 
支出の部
款 項 科    目 決算額
1 事業費 12,600,930 
1 会員交流事業費 5,742,611 
2 企画広報事業費 3,026,034 
3 総務諸費 3,832,285 
4 予備費 0 

2 長期運営積立金 1,000,000 
3 次年度繰越金 8,897,064 

合      計 22,497,994 

2011年度　経営学部同窓会　決算2011年度　経済学部同窓会　決算
自2011年 4月1日　至2012年 3月31日自2011年 4月1日　至2012年 3月31日

収入の部
款 項 科    目 決算額
1 同窓会助成金 23,750,000 
2 会員交流会費 5,790,000 
3 事業費 17,477,000 
4 前年度繰越金 2,475,352 

合      計 49,492,352 
支出の部
款 項 科    目 決算額
1 事業費 32,031,716 
2 事業運営費 1,100,488 
3 積立金 10,000,000 
4 予備費 0 
5 次年度繰越金 6,360,148 

合      計 49,492,352 

2011年度　文学部・短期大学部同窓会　決算
自2011年 4月1日　至2012年 3月31日

収入の部
款 項 科    目 決算額
1 校友会助成金 10,785,000 
2 祝賀会助成金 2,545,000 
3 雑収入 853 
4 前年度繰越金 6,278,726 

合      計 19,609,579 
支出の部
款 項 科    目 決算額
1 事業費 9,475,552
2 運営費 887,715 
3 積立金 3,750,000 
4 予備費 0 
5 次年度繰越金 5,496,312 

合      計 19,609,579 

2010年度　法学部同窓会　決算

法学部同窓会は総会が年度末に実施されるため、2011年度決算報
告は次年度以降となります。

理工学部同窓会は会則上、総会は隔年開催のため2011年度決算
報告は次年度以降となります。

＊国際文化学部同窓会は特別会計を含んでいます。

経営学部同窓会は会則上、総会は隔年開催のため、最終承認は次年
度となります。

自 2010年 4月1日　至2011年 3月31日
収入の部
款 項 科    目 決算額
1 前年度繰越金 24,143,648 
2 校友会助成金 10,660,000 
3 歓迎会委託費 2,640,000 
4 雑収入 185,082 

合      計 37,628,730 
支出の部
款 項 科    目 決算額
1 事業費 9,431,142 
2 会合交際費 107,588 
3 事務費 431,195 
4 同窓会活動等促進費 0 
5 理工学部援助費 1,100,000 
6 予備費 496,204 

繰越金 26,062,601 
合      計 37,628,730 

2010年度　理工学部同窓会　決算
自2010年 4月1日　至2011年 3月31日

 自２０11年４月１日　至２０12年３月３１日 （単位：円）

龍
谷
大
学
経
営
者
ビ
ジ
ネ
ス

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
11
月
22
日
開
催

龍
谷
大
学
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
無
料
法
律
相
談

in 高知開催

ー
ク
構
築
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
、
大
学
と
の
産
学
連

携
が
主
な
目
的
で
、
毎
回
多

数
の
校
友
が
参
加
す
る
。
お

問
い
合
わ
せ
は
Ｒ
Ｅ
Ｃ
滋
賀

ま
で
（
４
面
参
照
）。 昨年のビジネスミーティング

で講演する岡武公士・楽天ト
ラベル社長（84年・済卒）

挙
げ
て
の
取
組
み
で
、
法
学

部
同
窓
会
も
、
相
談
業
務
担

当
の
卒
業
生
を
同
行
さ
せ
る

な
ど
、
運
営
に
協
力
し
て
き
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
貢
献
、

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て

40
年
間
に
わ
た
り
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
す
で
に
全
国
62
の

都
市
で
行
っ
て
い
る
。
来
年
の

開
催
地
の
校
友
の
皆
様
に
は
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
成
松
重
人
）

校友会本部
学部同窓会 決算表
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校
友
会
地
域
支
部
は
現

在
、
国
内
30
支
部
、
海
外
３

支
部
で
、
こ
の
う
ち
で
７
人

の
新
支
部
長
が
誕
生
し
た
。

〈
新
支
部
長
の
顔
ぶ
れ
〉

東
京
支
部
＝
緒
方
静
子
（
74

営
）
／
富
山
県
支
部
＝
吉
江

忠
了
（
71
文
院
）
／
三
重
県

支
部
＝
望
月
演
（
62
文
）
／

山
口
県
支
部
＝
桑
羽
隆
慈

（
64
文
）
／
香
川
県
支
部
＝

竹
中
昭
宏
（
76
営
）
／
愛
媛

県
支
部
＝
西
岡
和
則
（
73

法
）
※
嶋
　
潔
前
支
部
長
は

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
北
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部
＝
梅
津
廣

道
（
73
文
）

※
数
字
は
卒
年

校
友
会
地
域
支
部 

新
支
部
長
に
7
人

　
ハ
ワ
イ
支
部
が
設
立
10
周

年
を
迎
え
た
６
月
12
日
、
ホ

ノ
ル
ル
の
ア
ラ
モ
ア
ナ
ホ
テ

ル
で
記
念
総
会
を
、
三
村
峯

男
校
友
会
長
ご
出
席
の
も
と

に
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で

は
宗
門
校
の
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ

ー
高
校
へ
の
奨
学
金
に
つ
い

て
討
議
し
た
あ
と
、
ホ
テ
ル

横
の
ア
ラ
モ
ア
ナ
セ
ン
タ
ー

へ
移
動
し
、
支
部
10
周
年
記

念
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
教
総
長
で
ハ
ワ
イ
支
部

の
松
本
エ
リ
ッ
ク
支
部
長
が

歓
迎
の
辞
を
述
べ
、
神
奈
川

県
支
部
か
ら
参
加
の
佐
々
木

俊
博
支
部
長
に
挨
拶
い
た
だ

き
、
三
村
校
友
会
長
に
講
演

　
２
月
16
日
、
西
明
石
の

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ

ザ
で
第
6
回
目
と
な
る
「
早

春
・
交
流
懇
親
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
廣
橋
岳
登

支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

法
学
部
法
律
学
科
を
78
年

に
卒
業
の
校
友
・
兵
庫
県
東

播
磨
県
民
局
長
の
福
田
好

宏
さ
ん
を
迎
え
て
、
兵
庫
県

政
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
、
交
流
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。（
井
藤
圭
湍
）

地
域
支
部
の
集
い

　
大
阪
・
中
央
支
部
で
は
5

月
26
日
、
北
御
堂
津
村
ホ
ー

ル
で
第
9
回
定
期
総
会
を
開

催
し
た
。
総
会
の
あ
と
田
中

則
夫
副
学
長
に
母
校
の
近
況

を
伺
い
、
懇
親
会
で
は
ジ
ャ

ズ
ガ
ー
ル
ズ
の
演
奏
を
楽
し

ん
だ
。
今
回
も
15
人
の
現
役

学
生
が
参
加
し
、
先
輩
と
の

活
発
な
交
流
を
行
っ
た
。

　（
支
部
長
・
山
﨑
一
夫
）

  

大
阪
・
中
央
支
部

  

兵
庫
県
・
神
明
支
部

  

奈
良
龍
大
会

  

福
井
県
支
部

  

北
大
阪
支
部（
龍
摂
会
）

  

山
口
県
支
部

  

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部

  

神
奈
川
県
支
部

  

愛
知
県
支
部

早
春
・
交
流
懇
親
会

総
会
と
東
大
寺
参
拝

総
会
と
講
演
会

奈
良
古
都
巡
り

周
南
市
徳
山
で
総
会

総
会
と
講
演
会

総
会
と
ゴ
ル
フ

定
期
総
会
と
懇
親
会

　
校
友
会
奈
良
県
支
部
（
奈

良
龍
大
会
）
は
５
月
26
日
13

時
よ
り
東
大
寺
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
金
鐘
会
館
で
総
会
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
14
時
よ

り
東
大
寺
の
森
本
公
誠
師
さ

ん
に
よ
る
講
演
「
東
大
寺
再

発
見
」
が
約
１
時
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
法
華
堂
の
修
復
な
ど
、

写
真
を
交
え
て
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
発
足
し
た
福
井
県

支
部
で
は
6
月
2
日
、
福
井
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
で
第
2
回
目
と
な

　
6
月
16
日
、
奈
良
県
支
部

　
山
口
県
支
部
総
会
が
徳
山

の
ザ
・
グ
ラ
マ
シ
ー
で
7
月
7

　
８
月
23
日
に
ロ
ス
近
郊
で

会
員
家
族
15
名
が
集
ま
り
、

ブ
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

き
、
話
が
は
ず
む
楽
し
い
時

間
が
す
ぎ
ま
し
た
。（
中
垣
）

　
６
月
23
日
、
神
奈
川
県
支

部
の
総
会
と
講
演
会
、
懇
親
会

を
横
浜
市
の
ワ
ー
ク
ピ
ア
で
行

い
、
三
村
校
友
会
長
と
池
田
副

　
愛
知
県
支
部
で
は
6
月
3

日
、
名
古
屋
の
ウ
ィ
ン
ク
あ
い

ち
で
総
会
と
講
演
会
（
講
師

＝
入
澤
崇
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
そ
の
後
、
東
大
寺
大
仏
殿

を
拝
観
し
、
特
別
に
須
弥
壇

の
上
で
大
仏
様
を
間
近
に

拝
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
お
当
日
は
来
賓
と
し

て
藤
原
直
仁
短
期
大
学
部

長
と
三
村
峯
男
校
友
会
長

に
お
こ
し
い
た
だ
き
、
参
加

校
友
は
約
70
名
で
し
た
。

（
矢
野
朋
子
）

  

寝
屋
川
市
役
所
支
部

  

職
業
会
計
人
グ
ル
ー
プ

  「
矯
正
教
化
」
桐
友
会

「
紫
友
会
」
総
会

「
税
務
相
談
会
」
開
催

総
会
と
中
央
研
修
会

職
域
支
部
の
集
い

　
５
月
11
日
、
大
阪
府
下
の

寝
屋
川
市
役
所
支
部
（
紫
友

会
）
の
総
会
と
懇
親
会
が
、

守
口
市
の
柿
右
衛
門
で
開
催

さ
れ
た
。

　
７
月
７
日
、
職
業
会
計
人

グ
ル
ー
プ
（
Ｒ
Ａ
Ｓ
）
が
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
市
民
対
象

の
「
無
料
税
務
相
談
室
」
を

開
催
し
た
。
こ
の
前
日
の
７

月
６
日
に
は
在
学
生
向
け
の

日
商
簿
記
検
定
３
級
講
習
会

と
同
１
級
勉
強
会
を
開
催
し
、

著
書
『
と
お
る
シ
リ
ー
ズ
』

で
知
ら
れ
る
桑
原
知
之
さ
ん

（
86
年
済
卒
）
の
お
話
を
多

数
の
学
生
が
聴
講
し
た
。

　
矯
正
教
化
支
部
の
桐
友
会

ハワイ支部10周年
ホノルルで記念総会と祝賀会

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
与
世
盛
智
海
前
ハ

ワ
イ
支
部
長
に
よ
っ
て
全
員

で
乾
杯
し
、
校
友
の
新
井
俊

一
相
愛
大
学
名
誉
教
授
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
国
境
を
こ

え
た
な
ご
や
か
な
龍
谷
大
学

校
友
会
会
員
の
交
流
と
な
り

ま
し
た
。（
事
務
局=

北
條
朋
） 講演する三村会長。右は松本支部長

る
総
会
を
開
催
し
、
林
家
染
二

さ
ん
（
85
年
法
卒
）
が
ゲ
ス
ト

参
加
し
、
落
語
会
を
行
っ
た
。

副
館
長
）、
懇
親
会
を
行
っ
た
。

ま
た
7
月
14
日
に
は
、
み
ず

な
み
C
C
で
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
た
。

（
奈
良
龍
大
会
）
の
協
力
を

得
て
、
古
都
奈
良
を
巡
り
ま

し
た
。
当
日
は
バ
ス
を
チ
ャ

ー
タ
ー
し
、
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
中
に
3
人
の

現
役
学
生
も
含
ま
れ
て
い
て
、

「
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
、
と

て
も
大
き
な
力
に
な
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。（
中
略
）

北
大
阪
支
部
の
皆
様
と
の
ご

縁
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
の
お
礼
状
が
届
き
ま

し
た
。（
支
部
長
＝
堤
清
貢
）

　
な
お
同
支
部
で
は
7
月
の

茨
木
市
民
祭
に
ブ
ー
ス
を
出

店
し
、
東
北
復
興
の
た
め
に

牛
タ
ン
カ
レ
ー
な
ど
を
販
売

し
て
支
援
し
た
。

茨木市民祭のブース

日
開
催
。
総
会
で
は
事
業
・

決
算
報
告
と
今
年
度
の
事
業

計
画
が
審
議
さ
れ
、
山
口
県

出
身
の
校
友
・
上
山
大
峻
元

学
長
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。

  

広
島
県
支
部

総
会
・
公
開
講
演
会

　
広
島
県
支
部
は
6
月
23
日
、

今
年
度
の
総
会
を
本
願
寺
広

島
別
院
大
会
議
室
で
開
催
し

た
。
公
開
講
演
会
は
広
島
別

院
の
安
芸
門
徒
会
館
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
平
清
盛
」

に
ち
な
み
、
大
取
一
馬
文
学

部
教
授
に
よ
る
「
平
清
盛
〜

虚
構
と
真
実
」。
参
加
者
か

が
６
月
14
日
、
奈
良
市
の
浄

教
寺
で
今
年
度
の
総
会
を
開

催
し
た
。
終
了
後
、
池
田
静

龍
谷
大
学
特
任
講
師
に
よ
る

「
一
般
改
善
指
導
と
矯
正
教

化
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
中
央
研
修
会

を
実
施
し
、
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ

奈
良
で
懇
親
会
を
行
っ
た
。

林家染二さん
法学部85年卒

襲名15周年記念
独演会

10月13日（土）18時開演
御堂会館（南御堂）
問合せ：06-6355-4649

ら
「
清
盛
に
対
す
る
見
方
が

変
わ
っ
た
」
と
、
好
評
を
博

し
た
。

　
そ
の
後
、
懇
親
会
に
移
り
、

親
子
ほ
ど
の
年
齢
差
が
あ
る

恒
例
の
男
声
合
唱
団
O
B
の

コ
ー
ラ
ス
で
し
め
く
く
っ
た
。

学
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い
た
。
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４
代
目
若
主
人
の
神
田
健

さ
ん
、
若
女
将
の
神
田
奈
美

さ
ん
は
、
共
に
98
年
（
平
成

10
）
文
学
部
卒
の
校
友
。
お

二
人
と
も
混
声
合
唱
団
ラ
ポ

ー
ル
に
所
属
し
、
こ
こ
で
知

り
合
っ
た
こ
と
か
ら
結
婚
。

「
好
胤
と
倍
巌
」

　
薬
師
寺
の
高
田
好こ

う
い
ん胤

さ
ん

（
98
年
逝
去
・
同
年
に
龍
谷

賞
）
と
は
大
の
仲
よ
し
で
し

た
。
彼
は
私
よ
り
二
つ
年
下

で
す
。
私
は
学
生
時
代
、
奈

良
市
内
の
自
坊
（
法
徳
寺
）

か
ら
龍
大
へ
電
車
通
学
で
し

た
。
奈
良
駅
か
ら
今
の
近
鉄

に
乗
り
京
都
へ
と
。
そ
の
と

き
一
人
の
若
者
が
西
大
寺
駅

か
ら
乗
車
し
、
私
を
見
る
な

り
「
薬
師
寺
の
高
田
で
す
」

と
、
頭
を
ペ
コ
リ
と
下
げ
て

挨
拶
し
て
く
れ
ま
し
た
。
以

来
、
好
胤
さ
ん
と
私
は
、
互

い
の
お
寺
を
行
き
き
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
私
が
龍
大

か
ら
自
坊
に
帰
っ
た
ら
、
好

胤
さ
ん
が
寝
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
私
も
よ
く
薬

師
寺
へ
遊
び
に
行
き
、
境
内

で
野
球
を
し
ま
し
た
。
打
っ

た
球
が
東
塔
（
国
宝
。
現
在

修
復
中
）
の
上
の
屋
根
以
上

に
当
た
る
と
ホ
ー
ム
ラ
ン

（
笑
）。
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
好
胤
さ
ん
と
の
思

い
出
話
を
こ
の
夏
に
一
冊
の

本
（『
好
胤
と
倍
巌
』
※
５

面
参
照
）
に
ま
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
私
は
卒
業
後
、

奈
良
県
内
公
立
高
校
の
教
師

を
つ
と
め
、
奈
良
市
立
の
一

條
高
校
の
日
本
史
の
教
員
を

し
て
い
た
と
き
、
今
の
薬
師

寺
の
山
田
法ほ

う
い
ん胤
管
主
（
64
年

文
卒
）
や
執
事
長
の
村
上

太た
い
い
ん胤

さ
ん
（
69
年
文
卒
）
は

教
え
子
で
す
。

　
話
は
少
し
脱
線
し
ま
し
た

が
、
龍
大
時
代
の
同
期
生
の

友
人
の
中
に
は
、
ず
い
ぶ
ん

立
派
な
か
た
が
い
ま
し
た

ね
。本
願
寺
派
の
本
照
寺（
大

阪
高
槻
市
）
の
日
野
照し

ょ
う
し
ょ
う

正
さ

ん（
旧
姓
・
泉
尾
）を
は
じ
め
、

京
都
清
水
寺
の
前
貫
主
の
松

本
大だ

い
え
ん圓
さ
ん
（
今
月
８
月
逝

去
）、
西
山
浄
土
宗
深
草
派

管
長
で
龍
大
名
誉
教
授
の
井

ノ
口
泰た

い
じ
ゅ
ん淳

さ
ん
、
元
龍
大
学

長
の
千
葉
乘じ

ょ
う
り
ゅ
う

隆
さ
ん
、
真
如

堂
松
林
院
の
松
田
康こ

う
え
ん延

さ
ん

が
た
で
す
。
日
野
さ
ん
と
千

葉
さ
ん
は
す
で
に
ご
往
生
さ

れ
、
今
、
元
気
な
の
は
私
と

井
ノ
口
さ
ん
く
ら
い
で
し
ょ

う
か
。

　
龍
大
時
代
、
私
は
馬
術
部

に
所
属
し
て
い
た
の
で
、
陸

軍
の
深
草
16
師
団
、
今
の
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
ね
、
こ

こ
へ
よ
く
馬
術
の
練
習
に
行

き
ま
し
た
。
当
時
、
深
草
は

軍
隊
の
町
で
し
た
。
そ
れ
が

今
、
龍
谷
大
学
の
学
舎
に
。

い
い
時
代
に
な
っ
た
と
、
つ

く
づ
く
と
思
い
ま
す
。

融
通
念
仏
と
は

　
と
こ
ろ
で
、
本
論
の
仏
教

の
話
で
す
。

　
自
分
の
称と

な

え
た
念
仏
は
、

他
の
一
切
の
人
々
（
衆し

ゅ
じ
ょ
う生

）

に
行
き
渡
り
、
他
の
一
切
の

人
々
が
称
え
た
念
仏
は
、
自

分
の
と
こ
ろ
に
功
徳
と
し

て
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う

の
が
、
融
通
念
仏
の
教
え

で
す
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
』

の
「
一
即
一
切
　
一
切
即

一
」
の
教
え
が
ベ
ー
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
。
融
通
念
仏
宗

の
開
祖
・
良り

ょ
う
に
ん忍

上
人
（
聖し

ょ
う
お
う応

大
師
）
は
平
安
末
期
の
天
台

「
は
た
ご
小
田
温
泉
」（
旅
館
）

と
「
茶
寮
清
泉
亭
」（
料
亭
）

を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
は

10
年
前
。
健
さ
ん
は
美
術
商

を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
美
術
品
に
詳
し
い
。
ま

た
奈
美
さ
ん
の
父
親
（
鴻
さ

ん
）
は
書
画
家
で
も
あ
り
、

室
内
は
ま
る
で
ミ
ニ
美
術
館

の
よ
う
に
、
書
画
や
陶
芸
品

で
飾
ら
れ
て
い
る
。

　「
故
郷
の
実
家
に
戻
っ
た

よ
う
で
す
」
と
お
客
さ
ん
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う

奈
美
さ
ん
。「
は
た
ご
小
田

温
泉
」が
独
占
す
る
源
泉
は
、

横
を
流
れ
る
小
田
川
の
川

底
。
お
風
呂
は
手
作
り
タ
イ

ル
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
名
物

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
清
流
と
豊
か
な
自
然
で

「
別
荘
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
。
春
の
桜
や
新
緑
を
は

じ
め
、
四
季
折
々
の
自
然
を

楽
し
め
る
の
が
、
創
業
90
年

の
「
は
た
ご
小
田
温
泉
」。

出
雲
大
社
や
石
見
銀
山
に
も

近
い
。

　
一
方
、
茶
寮
・
清
泉
亭
は

出
雲
地
方
の
海
産
物
を
中
心

と
し
た
和
食
料
亭
で
、
宿
泊

客
も
こ
こ
で
食
事
す
る
。

　
小
田
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音

色
を
楽
し
み
な
が
ら
源
泉

1
0
0
％
の
湯
に
つ
か
り
料

理
に
舌
づ
つ
み
を
う
つ
、
こ

れ
が
「
は
た
ご
小
田
温
泉
」

の
醍
醐
味
だ
。

仏
教
に
学
ぶ

一人一切人
一切人一人

融通念仏宗管長
総本山大念佛寺法主

倍巌 良舜

倍
巌
良
舜（
ば
い
が
ん
・
り
ょ
う
し
ゅ
ん
）

＝
22
年（
大
正
11
）９
月
、奈
良
法
徳
寺
に

生
ま
れ
る
。県
立
奈
良
中
学（
旧
制
）を
経

て
龍
谷
大
学
文
学
部
史
学
科
を
44
年（
昭

和
19
）に
卒
業
。奈
良
県
内
公
立
高
校
教
師

で
23
年
間
勤
務
。現
在
、融
通
念
仏
宗
管
長
、

総
本
山
大
念
佛
寺
法
主
、自
坊
の
法
徳
寺

（
奈
良
市
）で
は
、長
年
の
住
職
を
経
て
11

年（
平
成
23
）10
月
よ
り
、長
老
と
な
る
。

源
泉
は
清
流
・
小
田
川

四
季
お
り
お
り
の
味
わ
い

出
雲
大
社
ま
で
車
で
20
分

　
校
友
会
の
あ
る
会
議
で

「
も
う
、
校
友
会
員
の
名
簿

は
作
ら
へ
ん
の
？

　
古
く
な

っ
た
名
簿
を
眺
め
て
、
あ
い

つ
ど
う
し
て
る
ん
か
い
な
？

懐
か
し
い
な
あ
と
思
っ
て
も

昔
の
名
簿
で
は
、
連
絡
が
つ

か
へ
ん
人
が
お
る
か
ら
な
」

と
大
先
輩
が
ひ
と
り
言
を
。

　
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定

さ
れ
た
現
在
に
お
い
て
、
何

を
お
っ
し
ゃ
る
の
か
？

　
と

思
う
一
方
で
、
こ
の
先
輩
の

感
覚
こ
そ
が
ま
っ
と
う
な
の

だ
と
も
思
っ
た
。
個
人
情
報

が
悪
用
さ
れ
、
迷
惑
を
か
け

ら
れ
た
り
、
事
件
に
発
展
す

る
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
た

の
は
、
い
つ
か
ら
だ
ろ
う
。

　
共
に
時
を
過
ご
し
た
人
を

懐
か
し
み
、
友
を
思
う
こ
と

の
先
に
は
、「
悪
用
」
と
い

う
発
想
は
な
い
は
ず
。
け
れ

ど
個
人
情
報
の
悪
用
は
な
く

な
っ
て
い
な
い
し
、
個
人
情

報
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
友
を
思
う
気
持
ち
を
純
粋

に
考
え
、友
の
現
在
を
知
り
、

そ
こ
か
ら
再
び
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
な
ん
と
か
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
に
考

え
た
こ
と
を
、
２
０
１
３
年

４
月
か
ら
「
校
友
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
に
て
実
現
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、

世
界
・
全
国
に
い
る
16
万
校

友
の
交
流
の
場
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
世
代

の
方
々
こ
そ
使
い
た
く
な
る

よ
う
な
「
校
友
の
集
ま
り
の

場
」
の
実
現
を
目
指
し
て
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
Ｉ
）

僧
で
し
た
。
比
叡
山
で
の
学

問
修
行
に
見
切
り
を
つ
け
ら

れ
た
上
人
は
、
京
都
大
原
の

来ら
い
ご
う
い
ん

迎
院
で
隠
棲
中
の
永
久
５

年
（
１
１
１
７
）、
阿
弥
陀

如
来
か
ら
示じ

げ
ん現
（
夢
の
お
告

げ
）
を
い
た
だ
か
れ
ま
す
。 

そ
れ
が
、「
一い

ち
に
ん
い
っ
さ
い
に
ん

人
一
切
人

　

一
切
人
一
人

　
一い

ち

行ぎ
ょ
う

一
切
行

一
切
行
一
行

　
是ぜ

み
ょ
う名

他た
り
き力

往

生
　
十
界
一
念

　
融
通
念
仏

　
億
百
万
遍

　
功く

ど
く徳

円
満
」

と
い
う
偈げ

も
ん文
で
す
。

　
一
人
が
称
え
る
念
仏
が
、

他
の
す
べ
て
の
人
々
に
功
徳

を
及
ぼ
し
、
一
切
の
人
々
の

念
仏
は
一
人
の
功
徳
と
な

り
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

称
え
る
一
行
は
、
ほ
か
の
す

べ
て
の
行
（
万
行
）
に
通
じ
、

万
行
は
こ
の
一
行
に
お
さ
ま

る
た
め
、
そ
の
功
徳
は
広
大

と
な
る
。
念
仏
を
唱
和
す
る

こ
と
に
よ
り
、
阿
弥
陀
仏
の

救
済
（
本
願
力
）
と
、
自
分

が
称
え
た
念
仏
と
が
互
い
に

融
通
し
あ
い
、
仏
の
国
で
あ

る
浄
土
に
生
ま
れ
る（
往
生
）

こ
と
が
で
き
る
―
―
と
良
忍

上
人
は
お
説
き
に
な
り
ま
し

た
。

　
で
す
か
ら
、
浄
土
真
宗
の

報
恩
感
謝
の
念
仏
と
違
い
、

融
通
念
仏
宗
で
は
、
で
き
る

だ
け
数
多
く
お
念
仏
を
称
え

て
ほ
し
い
と
、
檀
家
さ
ん
や

信
徒
さ
ん
が
た
に
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

編
集
後
記

称
名
念
仏
を
表
舞
台
に

　
良
忍
上
人
は
、
天
台
声し

ょ
う
み
ょ
う明

の
大
家
で
も
あ
り
ま
す
。
声

明
と
は
、
節
を
つ
け
て
お

経
を
称
え
、
仏
さ
ま
の
お

徳
を
讃さ

ん
だ
ん嘆

す
る
も
の
で
す
。

慈じ
か
く覚
大
師
（
円え

ん
に
ん仁
７
９
４
〜

８
６
４
）
が
中
国
か
ら
日
本

に
伝
え
、
京
都
大
原
の
来
迎

院
一
帯
を
魚ぎ

ょ
ざ
ん山
と
呼
び
、
仏

教
音
楽
の
根
本
道
場
と
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
魚
山
流
声
明

を
再
興
さ
れ
た
の
が
、
良
忍

上
人
で
し
た
。
ち
な
み
に
、

大
原
三
千
院
の
両
側
に
は
呂

川
と
律
川
と
い
う
中
国
の
声

明
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ

た
小
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
「
ろ
れ
つ

3

3

3

が
ま
わ
ら
な

い
」
と
言
い
ま
す
が
、
も
と

は
「
呂
律
が
ま
わ
ら
な
い
」

が
な
ま
っ
た
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
、
良
忍
上
人
と

同
じ
よ
う
に
比
叡
山
を
降
り

た
法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
は
、

や
が
て
専せ

ん

修じ
ゅ

念
仏
（
他
力
念

仏
）
の
道
を
歩
ま
れ
ま
す
。

親
鸞
聖
人
が
洛
中
の
六
角
堂

に
参
籠
し
、
救
世
観
音
の
示

現
に
よ
り
法
然
上
人
の
も
と

に
行
か
れ
ま
す
。
そ
れ
は
良

忍
上
人
が
往
生
さ
れ
て
お
よ

そ
70
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

良
忍
上
人
は
称
名
念
仏
を
仏

教
の
表
舞
台
に
登
場
さ
せ
た

先
駆
者
だ
っ
た
の
で
す
。

大阪府下最大の木造建築の大念佛寺本堂

ラポールで歌うお二人。前列左端が奈
美さん。右から4人目が健さん

奈美さんと健さん

応接の間

右が旅館、奥が料亭

夏の創作会席

はたご小田温泉
島根県出雲市多伎町
小田川畔。
☎ 0853-86-2016。
Fax 0853-86-3683。
１泊２食 13,650 円、
グルメコース18,900 円
（いずれも平日）
清泉亭（最大50人
収容）の食事＝創作
会席3,150円～ 
名物鮎めし1,680円、
清泉御膳2,625円他
（営業時間は11時
半～14時、17時～
20時）
ホームページ  http://
www.odaonsen.jp

大
念
佛
寺
の
「
万
部
の
お
ね
り
」（
聖
聚
来
迎
会
）

イ
ン
ド
で
好
胤
さ
ん(

左)

と
倍
巌

さ
ん
（『
好
胤
と
倍
巌
』
よ
り
）

旅
　
館 

小
田
温
泉

料
　
亭 

清
泉
亭

JR小田
駅

日本海

公民館

出雲市多伎町小田208-3

看板 旧道

キララ多伎

多伎支所

小田温泉（キララ多伎より2分）

道の駅 至 出雲市

　
な
お
昨
年
、
校
友
会
鳥
取

県
支
部
が
設
立
さ
れ
、
島
根

県
に
も
支
部
設
立
を
と
、
神

田
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
島

根
県
支
部
立
ち
上
げ
に
協
力

し
て
下
さ
る
校
友
は
校
友
会

事
務
局
に
ご
連
絡
を
。（
S
）


